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土浦市は霞ヶ浦や桜川などの水資源に恵まれ、太古から人が住むのに通したところでありました。そのた

め市内には貝塚や古墳、集落跡などたくさんの遺跡が存在しています。遺跡は当時の様子を知る手掛かりと

なることはもちろんのこと、今を生きる私たちが豊かな生活を送ることが出来る先人の業績でもあります。

このような貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えることは私たちの使命であり、郷上の発展のためにも重要

なことと思われます。今回の調査は、東京電力株式会社の送電線路新設工事に伴い、神田遺跡の発掘調査に

よる記録保存を目的として行われたものであります。

この調査の成果が歴史の解明に役立てて頂ければ幸いです。

最後になりましたが、調査から報告書の刊行にあたり、東京電力株式会社をはじめ、関係者の皆様のご協

力とご支援に対して心から厚 く御ネし申し上げます。

平成11年 3月

土浦市教育委員会

教育長 尾見彰一

1.本書は茨城県土浦市大字小山崎1281こ所在
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発掘調査は東京電力株式会社の送電線路新設工事に伴い、土浦市遺跡調査会が委託を受け実施した。

発掘調査期間は1998年 (平成10年)12月 8日 から同年12月 19日 である。その後整理作業を行い 3月 1日

に終了した。

5.調査、本書執筆は黒澤春彦が担当し、中村和弘が補佐した。
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第 1 立早 はじめに

1998年 (平成10年)8月 24日 、東京電力株式会社茨城支店より、土浦市教育委員会に送電線路新設工事に

伴う埋蔵文化財の有無及び取扱いの照会が提出された。開発箇所は 7か所で面積は各100Mである。そのう

ち 2か所 (第 1図 6・ 7)についてはすでに調査済であった。市教委では 5か所について現地踏査を行い、

2か所 (第 1図 3・ 4)で遺物の散布を確認した。新発見の遺跡であるため、字名から「神田遺跡」と命名

し、10月 4日 付けで57条の 6を文化庁に提出した。 3か所については山林であるため不明であった。市教委

では、埋蔵文化財の有無や状況を確認するには試掘調査が必要との旨を事業者に伝えた。試掘調査は10月 14

日と15日 に実施し、状況は下記の通 りである。

第 1区 台地上に位置し現状は山林である。 4か所 (16♂)調査した。確認面 (ロ ーム)ま での深さは40

～50cmで ある。縄文土器片が 1点出土した。

第 2区 斜面の裾部に位置 し現状は山林である。 2か所 (8ポ )調査 した。黒色土までの深さは50～

100cm、 粘土層までの深さは110cmで ある。遺構遺物は発見できなかった。

第 3区 下位段丘上に位置し、現状は畑である。踏査時に遺物の散布が見られ、神田遺跡とした地点であ

る。 5か所 (18ポ)調査し、北側で炭化物や焼土が混入している個所が発見された。

第 4区 第 3区 とほぼ同じ立地である。 5か所 (20ポ)調査したが遺構遺物は発見出来なかった。

第 5区 細い尾根状の台地の先端部で現状は山林である。 2か所 (10ポ)調査 した。確認面 (ロ ーム)ま

での深さは30cmである。土器片が 1点出上した。

その後、事業者と市教委との間で試掘調査の結果をもとに協議を重ねた。計画の変更は不可能であるとい

うことから、埋蔵文化財が確認された第 3区について記録保存による発掘調査を行うことで合意した。

発掘調査は同年12月 8日 から実施した。表土が30cm前 後と浅いことや調査面積が狭いことから、人力で表

土除去を行なった。除去後、北側半分から落ち込みが確認されたので、十文字にベル トを設定し掘 り下げた。

テラス状の遺構を調査した後、北側に堆積 していた黒色土を除去した。除去後に確認された土坑を調査 し、

コンタ図等を作成した。遺構の調査は12月 17日 に終了し、その後埋め戻 しを12月 19日 まで行った。
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第 1図 開発エリア位置図 (1/10,000)
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第 2章 環境

第 1節 地 理 的環 境

土浦市は茨城県の南部に位置し、東に霞ヶ浦の上浦入 りを臨む。市の人口は約134,000人、面積は約92kだ

を測る。市内の地形は中央に桜川流域の沖積低地、北は新治台地、南は稲敷台地に分かれている。台地の標

高は20～30mである。

神田遺跡は市の北西に位置し、新治村との境に近い。周辺の地形は、筑波山から東に延びる山麓に位置し、

東西を天の川が流れている。この川は新治村小野に水源を持ち、石岡市で霞ヶ浦に注 ぐ恋瀬川と合流してい

る。遺跡は天の川の支流である天玉川 (谷田川)の右岸、標高18m前後の下位段丘上に位置する。水田との

比高差は約 1～ 1、 5mで、天王川に向かって緩やかに傾斜 している。

第 2節 歴 史 的環 境

神田遺弥が所在する天の川流域は多 くの遺跡が確認されている。

旧石器時代は西原遺跡 (36)で尖頭器などが多数発見されている。縄文時代では草創期の表裏縄文が出土

した原田北遺跡 (38)な どがある。

弥生時代になると遺跡は増加する。上稲吉式土器の標識となっている上稲吉西原遺跡 (17)、 県内有数の

大集落が発見された原田北遺跡、西原遺跡、原田西遺跡 (39)、 原出口遺跡 (37)-4遺跡を総称して原田

遺跡群とする一、根鹿北遺跡 (20)な どがある。原田遺跡群出土の土器は在地系の土器に南関東や北関東の

土器が融合し複雑な様相を呈している。土器の他に住居跡から鉄剣や、鉄刀が出土した。住居内から鉄刀が

発見されることは全国的に見ても稀で注目される資料である。また、穂積具と思われる石製品や籾痕の付い

た土器が発見され、これらは稲作を行っていたことを裏付けている。

古墳時代の遺跡は方形周溝墓が発見された原出口遺跡や、中期の集落が発見された原田北遺跡がある。古

墳も多 く、愛宕山古墳を中心とする愛宕山古墳群 (32)や 堂原古墳群 (29)な どがある。愛宕山古墳は全長

55mの前方後円墳で、 6世紀築造と思われる。原出口遺跡からは円筒埴輪を持つ前方後円墳が調査された。

根鹿北遺跡からは終末期の方墳が発見されている。また、根鹿北遺跡付近からはかつて石枕が出上した。

古墳時代終末から平安時代にかけてこの一帯は、須恵器の生産地であった。新治村から千代田町にかけて

いくつかの窯が発見されいる。栗山窯跡 (19)は 1996年 に発見され、調査が行われた。 7世紀後半の操業で、

この周辺では最も古い窯に位置付けられている。根鹿北遺跡付近の谷津からは試掘時に水田跡が発見されて

いる。時期については平安時代以前ということで、古墳時代の可能性も考えられる。

奈良時代、平安時代は茨城郡と筑波郡の境であった。主な遺跡としては根鹿北遺跡がある。ここからは奈

良時代の粘土採掘坑や平安時代の集落が発見された。特執すべき遺構 として仏堂と思われる掘立柱建物弥が

ある。建物跡周辺からは瓦塔や瓦堂、灯明皿が出土した。

中世の遺跡としては神田遺跡から500m北東に今泉城跡 (30)が位置している。この城は小田氏に仕えた

今泉氏によって、16世紀の中ごろに築城された城と伝えられている。

以上のように天の川流域は当地方の古代を解明する上で極めて重要な遺跡が数多 く存在 している。
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第 2図 周辺の遺跡図 (常陸藤沢1/25,000)(国土地理院発行 1/25,000に 加筆)
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1 神 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 2ユ 根 鹿 西 遺 跡 5327 ○ ○ ○

2 本郷上 人塚 遺跡 5819 つ
々

つ
る 吹上片蓋古墳群 4000 ○

本郷町田向遺跡 5820 ○ ○
Ｏ
υ

う
と 吹 上 坪 遺 跡 5324 C

4 本郷原 山古墳群 2055 ○ 24 吹 上 坪 古 墳 群 5322 ①

5 本郷原山・五反田勘 ０
じ

Ｏ
Ｏ

民
υ ○ 25 細 内 遺 跡 5320 ○

本郷三合塚古墳群 2050 26 塙 台 遺 跡 5321 ○

7 本郷南前・五量遺跡 5787 ○ ○
ワ
ｒ

つ
々 登 戸 遺 跡 5319

永井談所前 遺跡 5829 ○ ○ 28 大  門 遺 跡 ８０
じ

区
υ ○

永 井 中 妻 遺 跡 5828 29 堂 原 古 墳 群 4001 ○

10 永井鹿島神社前遺跡 5784 30 今 泉 城 跡 3995

永井三島後遺跡 5832 ○ ○
０
じ 今 泉 古 墳 5325

つ
々 永井焦 田西遺跡 5833 ○ ○ 32 愛 宕 山 古 墳 群 5317 ○

永井 十三塚 遺跡 5826 ○
つ
じ

つ
じ 入 幡 神 社 古 墳 5323 ○

永 井 泉 前 遺 跡 5825 ○ ○ ○ 34 下 坪 古 墳
15 本 郷 下 川 遺 跡 5836 ○ ○ 36 下 田 原 遺 跡 5328 ○
16 永 井 内 田 遺 跡 5835 36 西 原 遺 跡 5329 ○ ○

ワ
′ 上稲 吉西原 遺跡 ワ

ｒ
つ
け 原 出 口 遺 跡 O ○

18 西 田 古 墳 群
つ
０

（
υ

つ
々 ○ 38 原 田 北 遺 跡 ○

19 栗 山 窯 跡 ○ 39 原 田 西 遺 跡 ○ ○

20 根 鹿 北 遺 跡 5326 ○ 40 裏 山 遺 跡 5316 ○
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第 2号土坑
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第 4図 調査区全体図
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第 3章 遺構と遺物

調査区は、下位段丘の縁辺部に位置し、北を流れる天王川に向かって緩やかに傾斜している。標高は南が

18,3m、 北が17.8mで、北側と水田面との比高差は約 lmを測る。調査以前は長期にわたり畑として利用さ

れてお り、 トレンチャーに提る撹乱が激しい。表土 (耕作土)は20～30cmで、その下層に砂や、粘土質の

ローム層や砂が堆積している。北側にはローム上に黒色土 (第 4図 8層)が最大25cm堆積 している。この黒

褐色土は、ロームを含み、縄文土器、弥生土器や古墳時代後期の土師器を包含している。それ以降の遺物が

見られないことから、古墳時代後期に形成されたと思われる。

調査区内の表土を除去 したところ、北半分から焼土、炭化物、ローム粒、白色粒を多量に含む暗褐色土

(第 4図 1層)が見られた。その下層には、焼土、炭化物、ローム粒、白色粒を含む褐色上が堆積 している

(第 4図 5層 )。 西側では、含有物が少なく砂質で粘性の弱い褐色上が堆積 している (第 4図 2～ 4層 )。 こ

れらの上層は自然に堆積したものと思われる。ローム層は北に向かって傾斜 しているが、調査区の中央部あ

たりから急に落ち込んでいる。

調査の結果、テラス状の遺構と、土坑 2基が発見された。遺物は、縄文土器や弥生土器、土師器、中世の

内耳土器や近世以降の陶磁器などが出土したが小片が多い。

第 1節 遺構

テラス状遺構 (第 4図 )

調査区の北西に位置する。自然地形と思われたが、床であるローム面が平坦なことや黒褐色土を掘 り込ん

でいることなどから遺構と判断した。

平面形や全体の規模については、明確なプランを把握することができなかったので不明である。西壁の土

層断面をみると幅2.3m、 深さは確認面から0.25mであることが確認できる。中央部に南北に設けた土層観察

ベル トには当遺構の痕跡が見られないことから、調査区内は西半分で収まる規模である。

覆土はローム粒を少量含む暗褐色土で、上層に堆積している土に比べ、粘性は強い。

遺物は本遺構に伴うと断定できるものはない。

本遺構の性格については、全体が把握出来ないことや、伴う遺物がないことから不明である。形状からテ

ラス状遺構としたが、溝の可能性も考えられる。時期については、黒褐色土を掘 り込んでいることや覆上の

状況から古墳時代以降であるが、上層から中世の内耳土器の破片が比較的多 く出土していることから中世の

可能性もある。

第 1号土坑 (第 5図 )

調査区北西に位置する。テラス状遺構の底面で確認された。確認面の標高は15,35mで ある。

平面は不正精円形を呈し、規模は0.85× 0.6m、 深さ0.25mを 測る。

覆土はロームを多量に含む暗褐色土である。

遺物は土師器の細片が 2点出土した。

時期、性格は不明である。
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第 2号上坑 (第 6図 )

調査区北東に位置し、北側は一部調査区外となっている。ローム上に堆積 している黒褐色土を除去した後、

確認された。確認面の標高は16,95mで ある。

平面は不正長方形を呈し、規模は東西0,9m、 調査区内の南北0,7m、 深さ0.15mを 測る。

覆土は焼土やローム粒を含む黒褐色上である。

遺物は縄文土器、弥生土器、土師器の細片が出土した。

時期については黒褐色土が堆積する以前のものであることから、古墳時代後期より古い時代と思われる。

① 丘 C′
第 2号土坑
1 5 YR2/1 黒褐色土

焼土 粒含有
ローム多量含有
粘性強

2 5 YR2/1 黒褐色土

c′
  締り強

第 1号土坑
1 10YR3/3 暗褐色土

ローム多量含有 粘性強
2 10YR3/3 暗褐色土

ローム少量含有 粘性強

C 170

A172 八 バ 榔 壁

m

第 5図 第 1号坑 。第 2号土坑

作業風景 (表土除去 )
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第 2節 遺物

遺構の時期を決定することが可能な遺物はないが、調査区から各時代にわたり出上している。しかしほと

んどが小片であるため図化 した遺物は少ない。

1～ 8は縄文土器である。 1は深鉢の口縁部で竹管状の工具による刺突紋を充填させている。日唇部はや

や肥大している。頚部は屈曲すると思われる。胎土は白色の白色や半透明の小石を多 く含み、色調はにぶい

黄橙 (10YR6/4)で ある。時期については前期末から中期初頭、あるいは早期後葉が考えられるが類例がな

いため決め手に久ける。 2～ 4は前期後半、 5。 6は中期初頭、 7・ 8は 中期と思われる。

9は弥生土器である。調査区北東角、黒色土の下層から出土した。 3本歯による櫛描波状文が施されてい

る。胎土は透明の小石を多量に含み、色調はにぶい橙 (7.5YR6/4)で ある。

10～13は土師器の奏で、11は北壁際の黒褐色土から出上した。胎土はすべて透明の小石を多量に含み、色

調はにぶい黄橙を呈する。時期は古墳時代後期と思われる。14は試掘調査で出土したコシキの把手である。

15は須恵器の奏である。外面のH「 きのあとヨコ撫でを施している。内面は、同心円状の当て具でおさえて

いる。胎土は白色粒を含み緻密で、色調は灰色 (5Y6/1)で ある。胎土などから新治窯跡産ではなく、搬入

品と思われる。

16～21は 中世の内耳土器の回縁部である。16は にぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を 呈し、雲母や白色粒を含ん

でいる。17は にぶい黄橙 (10YR6/3)を 呈 し、雲母を多量に含有する。18は にぶい赤褐色 (5YR5/4)を 呈

し、白色の小石を多量に含む。外面に吸炭がみられる。19は にぶい橙 (7.5YR6/4)で 雲母や小石を含む。

外面は吸炭。201よ にぶい黄橙 (10YR6/4)を 呈し、胎土は緻密である。21は にぶい橙 (5YR6/4)で小石を

含む。外面に吸炭がみられる。

第 4章 結語

今回調査 した遺跡は天の川支流の下位段丘上に広がっている。近年、台地以外にも、斜面や下位段丘上、

微高地、低地などから遺跡が発見されるようになった。市内での例を挙げて見ると、斜面では小岩田地内の

東出遺跡や中居遺跡 (註1)か ら集落、今泉町の栗山窯跡 (註2)は古墳時代終末の須恵器窯、下位段丘上では

常名町の人幡下遺跡 (註3)で集落、微高地では宍塚の般若寺・竜王山古墳 (註4)か ら中世の寺院跡や古墳が、

低地では今泉町の根鹿北遺跡 (註2)か ら水田跡が発見されている。栗山窯跡は急な斜面にあり、踏査では見

落とす立地である。しかしこの一帯が須恵器の生産地であったことを考えれば、今後注意を要したい。

調査 した範囲は100ド と狭いため、遺跡の性格を把握するのは困難である。しかし、縄文から中世の遺物

が出土したことから、周辺にこれらの時代の遺構が存在していたことは明らかである。また、天王川を隔て

た台地には中世末期の今泉城があることから、出上した中世の遺物は何らかの関連が考えられよう。

註 1)1998年に調査が行われ、現在整理中である。

註 2)第 2章参照

註 3)黒澤春彦『八幡下遺跡』1991.7土浦市教育委員会

註 4)塩谷修 他『般若寺遺跡 (西屋敷地内)・ 竜王山古墳・般若寺遺跡 (宍塚小学校地内)』 1987.3 土浦

市教育委員会
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第 6図 出上遺物
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PLl

遺跡周辺空撮 (北から)

手前は根鹿北遺跡

調査前全景 (南から)
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調査終了全景 (東から)



PL2

一
甚
銃

テラス状遺構 (東から)

西壁土層断面 (北側)
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北壁土層断面 (中央)
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